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Abstract 
To examine in detail the effect of intake pipe system in the partial load operation of a crankcase-
compressed two-stroke cycle engine， we carried out some experiments， changing the position， area 
and shape of a pipe nozzle which we set in place of a throttle valve of the carburetor. 
As a result， itis ascertained that the infiuence of the pipe nozzle on the matching candition of 
the inertia effect should be considered roughly as the in丑uenc巴 offiow r巴sistantcoe伍cientand that 
the lowering rate of maximum delivery ratio is given by the inertia theory. It is not necessary， 



























{給気孔 60.50 (T.D.C.) 
介時期(掃気孔 62.60 (B.D.C.) 
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図 2 ノズノレの形状
表~1 ノズノレ各部の寸法
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ここに Vh:行程体積 (c)，N:機関回転数 (rpm)，Q:実測せる給気量 (cc/s)であって次
式から求められる。
Q=c'f.，J写L


















































次に， ノズルの閉口面積と長さとを一定 (l，=30mm)としヲその形状を非対称形 (N-8)と












図 6 給気比とノズノレの長さ (L;ニ 31cm) 図 7 給気Jtとノズノレの形状(ん=31cm) 
図 8 図 9
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図 10 図 n
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11 :気柱当りの抵抗係数， Zi: t貫性特性数で
あり，次式で与えられる。
μ士一九 喧坐剖叫fんA吋
4叫{ドトいf人川1汁+ベ(土) 川 } 仰州) lν1-1-"2 
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図 16 給気管効果の同調条件
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記号 P:音圧， ~:粒子の変位， V:容




まず， 開口端倶1]管系 (lj， fl)における|河端のインピータンス (111，ldの聞には平面波動方
程式の解から
I汁 (8-1・t叫 kl1)IzjiiMノハ
刀-ln' tan (kl1l+ス (5) 
の関係が与えられるが，開口端のインピー夕、ンス(111)は零と近似できるので/12は
Ift叫 11; (6) 








? ?? (8) 
の関係が与えられるので (6)~(8) 式から等価管長 (L7 ;一端聞のオルガンパイプに置換)の算出
式として次式が得られる。



































K=(手)(1_~~'_ りや-e 同 (c (10) 
しかるに，給気比の極値を与える条件 dKjdtiここに rp= ./1/2子五百である。で与えられる。
したがって， ψ二打/がの関係から最大給気比 (Kmax)は





Kma文 1十e-I'O 1十e-Pん e-d川




















クラ γク室圧縮2サイクノし機関の部分fL荷運転に付ける給排気管効果について(続報) 883 
で与えられた九ここでもと式の関係が適用できるものと見倣し，供試機関の諸元 Vゐニ123.2cc， 
fl=3.47cm2， L乞=31cm， (dK/dt1)/fP(が)=2.3 を用いると流動抵抗係数の増加(.:1μ) は近似I~I!:Jに
ιo州五-1) (14) 
の関係で与えられる。なおラ (12)式の計算結果は凶 19のように流動抵抗数の増加はμ)の増大
に伴って最大給気比の低下率 (Kmax/ 1.0 r-一一一一一一一一一一一一ナ一一一一一一一一一一一「
Komax)が物町ことを示してしる。 %、λ I 
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図-21 ノスノレ位置と給気比低下率 (L=81， N = 2250 rpm) 
機の吸込管に対する大谷の研究7)などが見受けられる。 さらに簡単化し，管内気柱を非圧縮性
流体と見倣すならば燃料噴射ポンプ。系統で、行なわれているように開口端ノス、ルの反射条件が与






























1) 沢. 室工大研報， 5， 1 (昭 40ー7)，237 
2) 沢. 室工大研報， 5， 1 (昭40-7)，255. 
3) Rayleigh: The Theory of Sound. 
4) 長尾: 機械学会論文集， 25， 152 (昭 34-4)，314. 
5) Mucklow: 1. M. E. Proc. (1940)， 109. 
6) 伊藤: 機械学会論文集， 19， 81 (昭 28)
7) 大谷: 機械学会前刷集， No.42 (1961-4)， 91. 
(379) 
